
浜松市条例第３６号 

 

浜松市印鑑条例の一部を改正する条例 

 

 浜松市印鑑条例（昭和５２年浜松市条例第６号）の一部を次のように改正する。 

改正前 改正後 

（印鑑登録証明書の交付） （印鑑登録証明書の交付） 

第１５条 （略） 第１５条 （略） 

２ 前項の規定にかかわらず、個人番号カード

（行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律（平成２５

年法律第２７号）第２条第７項に規定する個

人番号カードをいう。以下同じ。）の交付を

受けている印鑑登録者が、印鑑登録証明書の

交付を受けようとする場合は、印鑑登録証の

提示に代えて個人番号カードを提示して申

請することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、個人番号カード

（行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律（平成２５

年法律第２７号）第２条第７項に規定する個

人番号カードをいう。以下同じ。）又は特定

在留カード等（同法第１８条の５第１項に規

定する特定在留カード等をいう。以下同じ。）

の交付を受けている印鑑登録者が、印鑑登録

証明書の交付を受けようとする場合は、印鑑

登録証の提示に代えて個人番号カード又は

特定在留カード等を提示して申請すること

ができる。 

３ （略） ３ （略） 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

 

   附 則 

この条例は、公布の日の翌日から施行する。 

 

 

（あらまし） 

この条例は、印鑑登録証明書を交付する場合における交付手続の特例について、個人番

号カードの提示のほか特定在留カード等の提示を加えるものです。 


